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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 18,805 △6.5 1,131 23.6 1,198 19.7 798 56.3

2021年3月期第1四半期 20,122 28.9 915 ― 1,000 ― 510 ―

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　843百万円 （38.9％） 2021年3月期第1四半期　　607百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 49.53 ―

2021年3月期第1四半期 31.68 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 77,760 33,326 42.6

2021年3月期 95,993 33,450 34.6

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 33,109百万円 2021年3月期 33,224百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 60.00 60.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 0.00 ― 60.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 △2.1 5,000 △11.3 5,000 △11.9 3,300 △8.8 204.77

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

詳細については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 16,120,000 株 2021年3月期 16,120,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 4,424 株 2021年3月期 4,314 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 16,115,623 株 2021年3月期1Q 16,115,790 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）　

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提と

しております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想に関する事項は添付資料３ページをご覧ください。

　また、今後、業績に重大な影響を及ぼす事象が確認された場合は速やかに開示いたします。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料は四半期決算短信に添付しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により３回目の緊急事態宣言

が発出された中、各種政策の効果や海外経済の改善もあり、持ち直しの動きがみられるものの、全体としては先行き

不透明な状況にありました。

このような中、当社グループは、2021年度から2023年度までの新中期経営計画を策定し、この３年間を次のステー

ジへの飛躍に向け足場を固める期間と定め、基本方針である「両利きの経営（既存事業の競争力強化・成長分野への

積極投資）による持続的成長の実現～既存事業で安定収益基盤を確保しつつ、成長分野へ積極的に踏込むことで持続

的成長を実現する～」に沿って、諸施策を着実に実施しております。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、当社グループにおいて、現時点では、新型コロナウイルス

感染症拡大に起因する顕著な影響はみられておりません。

受注・受託高は、水処理関連事業、及び、化学・食品機械関連事業において減少したものの、廃棄物処理関連事業

において大幅に増加し、前年同期に比べ4,884百万円増(16.0％増）の35,323百万円となりました。受注・受託残高

は、前年同期に比べ10,660百万円減（4.5％減）の225,800百万円となりました。売上高は、廃棄物処理関連事業にお

いて増収となったものの、水処理関連事業、及び、化学・食品機械関連事業において減収となり、前年同期に比べ

1,317百万円減少し、18,805百万円となりました。

利益面では、減収したものの収益性改善等により、営業利益は前年同期に比べ215百万円増の1,131百万円となり、

経常利益は前年同期に比べ197百万円増の1,198百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

法人税等を差引いた結果、前年同期に比べ287百万円増の798百万円となりました。

なお、当社グループの事業形態による特徴として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、売上

高の計上が偏る傾向にありますが、これまで概ね計画通りに推移しております。継続して、新型コロナウイルス感染

症拡大による影響に留意する必要があると考えております。

報告セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（水処理関連事業）

水処理関連事業につきましては、売上高は、前年同期に比べ、1,191百万円減少し6,883百万円となりました。ま

た、経常利益は収益性改善等により前年同期に比べ229百万円増の288百万円となりました。

（廃棄物処理関連事業）

廃棄物処理関連事業につきましては、売上高は、前年同期に比べ320百万円増加し10,219百万円となりました。経常

利益は増収等により、前年同期に比べ47百万円増の788百万円となりました。

（化学・食品機械関連事業）

化学・食品機械関連事業につきましては、売上高は、前年同期に比べ496百万円減の1,629百万円となりました。ま

た、経常利益は収益性改善等により、前年同期に比べ114百万円増の386百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は77,760百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,232百万円減少しまし

た。流動資産は54,110百万円となり、前連結会計年度末に比べ17,644百万円減少しました。主な要因は、受取手形、

売掛金及び契約資産の減少28,757百万円、短期貸付金の増加10,212百万円によるものです。固定資産は23,649百万円

となり、前連結会計年度末に比べ588百万円減少しました。

　負債合計は44,433百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,109百万円減少しました。流動負債は34,683百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ18,122百万円減少しました。主な要因は、短期借入金の減少9,306百万円、買掛金の減

少6,478百万円によるものです。固定負債は9,749百万円となり、前連結会計年度末に比べ13百万円増加しました。

　純資産合計は33,326百万円となり、前連結会計年度末に比べ123百万円減少しました。主な要因は、親会社株主に帰

属する四半期純利益798百万円の計上による増加、配当金966百万円の支払いによる減少によるものです。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、42.6％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想は、2021年５月10日に公表しました「2021年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」

の業績予想から変更はありません。

なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,757 4,532

受取手形及び売掛金 55,885 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 27,128

電子記録債権 1,000 928

商品及び製品 102 101

仕掛品 2,356 3,806

原材料及び貯蔵品 974 923

短期貸付金 4,473 14,686

その他 2,314 2,086

貸倒引当金 △111 △82

流動資産合計 71,754 54,110

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,422 16,437

減価償却累計額 △10,324 △10,435

建物及び構築物（純額） 6,097 6,001

機械装置及び運搬具 12,609 13,131

減価償却累計額 △9,671 △9,705

機械装置及び運搬具（純額） 2,938 3,425

土地 3,560 3,546

建設仮勘定 711 140

その他 1,906 1,901

減価償却累計額 △1,477 △1,488

その他（純額） 428 413

有形固定資産合計 13,736 13,528

無形固定資産 1,298 1,225

投資その他の資産

投資有価証券 818 803

繰延税金資産 5,810 5,441

退職給付に係る資産 1,557 1,623

その他 1,146 1,158

貸倒引当金 △129 △129

投資その他の資産合計 9,203 8,896

固定資産合計 24,238 23,649

資産合計 95,993 77,760

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 13,309 6,831

電子記録債務 10,209 12,745

短期借入金 9,767 461

未払法人税等 2,545 118

未払費用 4,009 2,391

契約負債 - 4,956

前受金 3,658 -

製品保証引当金 1,786 1,591

工事損失引当金 3,609 3,257

その他 3,909 2,329

流動負債合計 52,805 34,683

固定負債

長期借入金 2,183 2,120

リース債務 34 40

退職給付に係る負債 6,880 6,959

資産除去債務 584 585

その他 53 44

固定負債合計 9,736 9,749

負債合計 62,542 44,433

純資産の部

株主資本

資本金 6,020 6,020

資本剰余金 3,332 3,332

利益剰余金 23,081 22,912

自己株式 △6 △6

株主資本合計 32,427 32,258

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 154 144

繰延ヘッジ損益 1 3

為替換算調整勘定 52 52

退職給付に係る調整累計額 588 650

その他の包括利益累計額合計 797 851

非支配株主持分 225 217

純資産合計 33,450 33,326

負債純資産合計 95,993 77,760
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 20,122 18,805

売上原価 16,606 14,877

売上総利益 3,516 3,927

販売費及び一般管理費 2,600 2,796

営業利益 915 1,131

営業外収益

受取利息 4 7

受取配当金 54 49

貸倒引当金戻入額 22 33

分析料収入 0 1

その他 21 7

営業外収益合計 105 99

営業外費用

支払利息 18 11

棚卸資産廃棄損 0 12

その他 0 9

営業外費用合計 19 32

経常利益 1,000 1,198

特別損失

固定資産除却損 241 -

特別損失合計 241 -

税金等調整前四半期純利益 759 1,198

法人税、住民税及び事業税 78 75

法人税等調整額 176 332

法人税等合計 254 408

四半期純利益 504 789

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5 △8

親会社株主に帰属する四半期純利益 510 798

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

四半期純利益 504 789

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 70 △10

繰延ヘッジ損益 △6 1

為替換算調整勘定 7 0

退職給付に係る調整額 30 62

その他の包括利益合計 102 54

四半期包括利益 607 843

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 613 852

非支配株主に係る四半期包括利益 △5 △8

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識基準」という。）等を

当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスとの交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。これにより、従来、工事契約に関し

て、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完

成基準を適用しておりましたが、少額かつ短期の工事を除き、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり

収益を認識する方法を採用しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、履行義務の結果

を合理的に測定できる場合は、見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で算出しております。また、

少額かつ短期の工事については完全に履行義務を充足した時点で収益認識しております。

収益認識基準等の適用については、収益認識基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております

が、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

収益認識基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受

取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より、「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し、ま

た、「流動負債」に表示していた「前受金」は、当第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約か

ら生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影

響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１，

２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

水処理
関連事業

廃棄物処理
関連事業

化学・
食品機械
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,073 9,898 2,126 20,098 24 20,122

セグメント間の内部
売上高又は振替高 1 － － 1 △1 －

計 8,074 9,898 2,126 20,099 23 20,122

セグメント利益 59 741 272 1,072 △72 1,000

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１，

２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

水処理
関連事業

廃棄物処理
関連事業

化学・
食品機械
関連事業

計

売上高

一時点で移転される

財
2,496 1,763 1,629 5,889 75 5,964

一定の期間にわたり

移転される財
4,385 8,455 － 12,840 － 12,840

顧客との契約から生

じる収益
6,881 10,219 1,629 18,730 75 18,805

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 6,881 10,219 1,629 18,730 75 18,805

セグメント間の内部
売上高又は振替高 2 － － 2 △2 －

計 6,883 10,219 1,629 18,732 72 18,805

セグメント利益 288 788 386 1,462 △264 1,198

（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．外部顧客への売上高の調整額24百万円は、報告セグメントに帰属しない売上高であります。
２．セグメント利益の調整額△72百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外収

益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．外部顧客への売上高の調整額75百万円は、報告セグメントに帰属しない売上高であります。
２．セグメント利益の調整額△264百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外

収益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

　当社は、本日（2021年８月５日）開催の取締役会において、株式会社神戸製鋼所（以下「神戸製鋼所」といいま

す。）を株式交換完全親会社、当社を株式交換完全子会社とする株式交換（効力発生日：2021年11月１日予定）を行

うことを決議し、同日付で株式交換契約を締結しております。なお、本株式交換は、2021年９月30日開催予定の当社

の臨時株主総会での承認を前提としております。本株式交換の結果、神戸製鋼所は当社の完全親会社となり、完全子

会社となる当社は、2021年10月28日で上場廃止（最終売買日：2021年10月27日）となる予定です。

　なお、詳細につきましては、本日公表の「株式会社神戸製鋼所による株式会社神鋼環境ソリューションの簡易株式

交換による完全子会社化に関するお知らせ」をご参照ください。
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[決算発表　補足資料]

１．連結経営成績
（単位：億円）

2020年度 2021年度

第1四半期累計① 第1四半期累計② ②-① 増減率

売 上 高 201 188 △13 △6.5%

営 業 利 益 9.1 11.3 +2.1 +23.6%

経 常 利 益 10.0 11.9 +1.9 +19.7%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

5.1 7.9 +2.8 +56.3%

２．連結受注・受託状況（長期運転維持管理業務の受託高を含む）
（単位：億円）

2020年度 2021年度

第1四半期累計① 第1四半期累計② ②-① 増減率

水 処 理 関 連 事 業 88 65 △22 △25.2%

廃 棄 物 処 理 関 連 事 業 182 254 +72 +39.5%

化学・食品機械関連事業 33 31 △1 △4.1%

消 去 ・ 調 整 額 0 0 +0 +58.1%

受 注 ・ 受 託 高 合 計 304 353 +48 +16.0%

受 注 ・ 受 託 残 高 2,364 2,258 △106 △4.5%

３．連結セグメント情報

１）売上高
（単位：億円）

2020年度 2021年度

第1四半期累計① 第1四半期累計② ②-① 増減率

水 処 理 関 連 事 業 80 68 △11 △14.8%

廃 棄 物 処 理 関 連 事 業 98 102 +3 +3.2%

化学・食品機械関連事業 21 16 △4 △23.4%

調 整 額 0 0 +0 +213.0%

合 計 201 188 △13 △6.5%

２）経常利益
（単位：億円）

2020年度 2021年度

第1四半期累計① 第1四半期累計② ②-① 増減率

水 処 理 関 連 事 業 0.5 2.8 +2.2 +388.1%

廃 棄 物 処 理 関 連 事 業 7.4 7.8 +0.4 +6.3%

化学・食品機械関連事業 2.7 3.8 +1.1 +41.9%

調 整 額 △0.7 △2.6 △1.9 -

合 計 10.0 11.9 +2.0 +19.7%

前期比増減

前期比増減

前期比増減

前期比増減
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４．連結財政状態
（単位：億円）

2020年度 2021年度

① 第1四半期② ②-① 増減率

総 資 産 959 777 △182 △19.0%

負 債 625 444 △181 △29.0%

純 資 産 334 333 △1 △0.4%

自 己 資 本 比 率 34.6% 42.6% +8.0pt -

外 部 負 債 残 高 ※ 1 119 25 △93 △78.4%

１ 株 当 た り
純 資 産 （ 単 位 ： 円 銭 ）

2,061.63 2,054.51 △7.11 △0.3%

５．2022年３月期の連結業績予想
（単位：億円）

2020年度 2021年度
実績① 予想② ②-① 増減率

売 上 高 1,124 1,100 △24 △2.1%

営 業 利 益 56.3 50.0 △6.3 △11.3%

経 常 利 益 56.7 50.0 △6.7 △11.9%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

36.1 33.0 △3.1 △8.8%

前期比増減

※2022年3月期の連結業績予想は、2021年5月10日に公表しました「2021年3月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の
　業績予想から変更はありません。なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

前期比増減

※　外部負債残高は借入金から構成されており、リース債務を含めておりません。
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